様式第２号

事業計画書

Ⅰ　当社の現状

１　財務分析

※ローカルベンチマークの結果を用いて記載すること。
２　現在の事業内容等
(1)　事業内容
(2)　主な製品、サービス等

	製品、サービス名称
	備　　考

	
	

	
	

	
	


　　　※備考欄には製品の規格や最終製品、サービスの内容を記載すること。
(3)　直近２年の業績・景況
３ 自社の経営力

	※SWOT分析等を用いて、自社の強み・弱み、外部環境の機会や脅威などを記載すること。
また、自社の経営理念や経営戦略についても記載すること。



Ⅱ 売上高100億円実現に向けた取組　　※「100億宣言」の内容に沿って記載してください。

１ 実現目標

（単位：千円）

	年度
	目標売上高
	事業・取組内容
	備考

	本年度（R8）
	
	
	

	　年後（　）
	
	
	

	　年後（　）
	
	
	

	　年後（　）
	
	
	

	　年後（　）
	
	
	


　※１　最終年度の目標売上高は100億円以上とすること

※２　必要に応じて行の追加・削除を行い、作成すること

２ 課題

３ 目指す成長手段

４ 実施体制

５ 売上高100億円の実現可能性

	※売上高100億円実現に向けて経営者の考えるシナリオ、実現可能性のほか、100億円への成長を通じて実現したいミッション、自社の将来像、地域経済への波及効果等についても記載すること。


Ⅲ　補助事業の概要
１ 補助事業により実施する内容

※売上高100億円達成目標との関連を記載すること。
２　補助事業の具体的内容
　※事業内容、時期をなるべく詳細に記載すること。
	区分
	実施時期
	実施内容

	
	
	

	　　　
	
	

	
	
	


３ 補助事業に要する経費

(1)　経費の積算明細
★印の経費については、経費の内容が確認できる書類（見積書、計算書等）を添付すること。
※１ 補助対象期間（交付決定日～令和９年２月15日）における経費を記載すること。

※２ 見積書は、内容が具体的であり、積算根拠があるものを提出すること。

※３ 「機械装置費」は、カタログ等機械装置の写真があり機械の性能や用途が確認できる説明資料を提出すること。「展示会等出展費」は、出展する展示会の概要が分かる説明資料を提出すること。
	経費区分
	積算の明細
	補助事業に要する経費
	補助対象経費

	★専門家謝金
	
	
	円

	専門家旅費
	
	
	円

	職員旅費
	
	
	円

	原材料費
	
	
	円

	機械部品又は工具器具費
	
	
	円

	★機械装置費
	
	
	円

	産業財産権等の導入に要する経費
	
	
	円

	 ★委託・外注費
	
	
	円

	★展示会等出展費
	
	
	円

	資料購入費
	
	
	円

	通信運搬費
	
	
	円

	借料
	
	
	円

	★調査研究費
	
	
	円

	雑役務費
	
	
	円

	 ★広報費
	
	
	円

	通訳・翻訳料
	
	
	円

	計
	
	
	eq \o\ac(○,A)　　　　　　　　　　　円


	補助対象経費    　合計

	 eq \o\ac(○,A)　　　　　　　　　　　　                 　円

	補助金申請額

	eq \o\ac(○,A)×補助率1/2(千円未満切捨)
	　　　　　　　　　　　　　　
	円（上限5,000万円　下限500万円）


４ 今回の事業の実施効果

	※今回の補助事業が、「売上高100億円実現に向けた取組」にどのような効果をもたらすのか、また、次の行動にどう繋がっていくのか、具体的に記載すること。


Ⅳ　その他（補助金交付実績）

１　補助金の交付を受けた実績(今回、応募された事業計画の実現に関して国や県など公的機関から補助金の交付を受けた実績を記載してください) 
国や県等からの補助金交付実績　　有　・　無
　※「有」の場合は、下表を記載してください。
	年度
	補助金名
	補助金交付者
	実施した補助事業の内容及び成果

	
	
	
	

	
	
	
	


２ 補助金の交付を受けた実績（過去５年間実績を記入）

	年度
	補助金名
	補助金交付者
	実施した補助事業の内容及び成果
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